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国保税を減額
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平成31年度の予算が決定
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とちぎ市議会だより40第 号 〇〇 年 月 日31 5 20第 40 号 とちぎ市議会だより 令和元年 5月 20 日

　
　

片
柳
町
１
丁
目
地
内
に
お
い
て
約

１
㎞
に
わ
た
り
薄
層
カ
ラ
ー
舗
装
工
事
を

予
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
広
瀬
委

員
ほ
か
14
名
よ
り
、
給
食
費
の
段
階
的
無

料
化
（
１
０
０
０
円
減
額
）
に
反
対
す
る

修
正
予
算
案
（
減
額
な
し
）
が
提
出
さ

れ
、
賛
成
・
反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　

現
時
点
に
お
い
て
、
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
の
設
置
は
無
い
が
、
本
年
４
月
以
降
に

市
内
の
認
定
こ
ど
も
園
15
園
に
設
置
し
て

い
た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

佐
野
市
が
22
ク
ラ
ブ
、
鹿
沼
市
が
23

ク
ラ
ブ
、
小
山
市
が
38
ク
ラ
ブ
設
置
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　
佐
野
市
と
小
山
市
の
乳
児
院
、
及
び
、

野
木
町
の
児
童
養
護
施
設
を
利
用
し
た
方

が
合
わ
せ
て
５
人
で
、
延
べ
35
日
利
用
し

た
。

　
　

ひ
と
り
親
が
病
気
や
出
張
で
、
一
時

的
に
保
護
者
不
在
と
な
る
児
童
を
対
象
と

し
て
い
る
。

　
　

新
入
学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
が
増

額
と
な
り
、
新
た
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
費
も

対
象
と
な
っ
た
。

質　
　
疑

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
費

答 質　
　
ク
ラ
ブ
の
設
置
状
況
は

答 質　
　
近
隣
市
の
設
置
状
況
は

通
学
路
安
全
施
設
整
備
事
業
費

質答 　
　
今
年
度
の
予
算
額
と
比
較
し
て

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
い
る
理
由
は

みんなの税金が適切に使われる事業計画となっているか、
本年から新たに設置された予算特別委員会を中心に、議長
を除く全議員が４分科会に分かれて審査したよ。

可決
賛成
反対

25
3

議案第１号　
平成31年度
一般会計予算　
修正部分を除く原案

可決
賛成
反対

16
12

議案第１号　
平成31年度
一般会計予算
修正案

連続で増加
平成31年度一般会計　646億7000万円

予算の審査って、
どんなかんじなの？

子
育
て
短
期
支
援
事
業
費

答 質　
　
今
年
度
の
利
用
状
況
は

小
中
学
校
就
学
援
助
事
業
費

答 質　
　
就
学
援
助
費
の
変
更
点
は

答 質　
　
利
用
対
象
児
童
は

討　
　
論

　

給
食
費
の
無
料
化
に
関
し
て
は
、

市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
最
も
重
要
な
施

策
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
多
く
の
市
民

が
支
持
し
て
大
川
市
長
を
誕
生
さ
せ
た

こ
と
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。

本
市
の
財
政
状
況
は
決
し
て
楽
観
視

で
き
な
い
が
、
今
回
の
給
食
費
減
額
に

関
し
て
は
、
完
全
無
料
化
と
し
た
い
と

こ
ろ
を
、
財
政
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、

当
分
の
間
は
段
階
的
な
無
料
化
と
す
る

判
断
で
あ
る
の
で
、
市
議
会
と
し
て
も

そ
う
し
た
判
断
は
尊
重
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

反
対

　

給
食
費
の
無
料
化
の
前
に
、
給
食

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
国
の

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」を
満
た
し

て
な
い
調
理
場
が
多
く
存
在
し
、
こ
の

整
備
に
多
額
の
財
政
負
担
が
想
定
さ
れ

る
。
学
校
給
食
調
理
場
整
備
基
本
計
画

に
よ
れ
ば
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
５

年
の
８
年
間
に
５
施
設
、
約
36
億
円
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
予
算
は
年
間

平
均
４
.
５
億
円
と
な
る
。
こ
の
整
備

こ
そ「
安
全
安
心
の
給
食
」を
提
供
す
る

た
め
に
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
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　中学校洋式トイレ改修事業や、都賀・西方地域に建設予定のスマートインターチェンジをはじめ、
２０２２年開催予定の国民体育大会の関連施設整備事業が本格化することから、一般会計当初予算案は
2年連続で増額となりました。
　市長からは、「新市発足10年目の節目となることから『未来へのリスタート予算』と位置づけしたい」
との説明がありました。これを受けて、議会では適切な予算編成となっているかどうかの審査をしました。

予算規模 2年
前年度比0．6％増

市民憲章制定事業費
97万4千円 3008万7千円

178万6千円

伯仲第一号古墳保存活用
事業費 424万3千円

中学校部活動指導員等配置
事業費 437万4千円

繁殖牛導入促進支援補助金
　　　　 150万円

旧栃木市の市民憲章碑
老朽化した都賀総合支所を
再整備ハンガリーの選手が事前来栃

林野火災対応資機材更新
事業費 379万4千円

林野火災対応資機材を更新
及び増台 遺物の保存及び保護を

生徒の安全確保及び顧問の
負担軽減を

子育て世代応援テレワーク
推進委託費 1614万2千円

動画の作成や観光情報を発信 蔵の街大通りの賑わいを畜産農家の経営安定化を

平成31年度 新規事業の一部を紹介

特　  集
予算審査

東京オリンピック・パラリン
ピック事前キャンプ誘致
活動事業費

総合支所複合化整備事業費
（都賀）

412万5千円
「蔵の街シナジーマルシェ」
委託事業費
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予
定
価
格
が
事
前
公
表
で
あ
り
、

各
業
者
が
こ
の
価
格
を
目
安
に
価
格
設
定

を
し
た
と
思
う
。
特
殊
な
工
法
を
加
味
す
る

と
、
あ
ま
り
安
い
金
額
で
は
入
札
で
き
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

建
築
当
時
の
姿
に
復
原
す
る
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
ま
ま

残
す
こ
と
に
な
る
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
し
、
安
全
に
２
階
へ
上
が
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

１　

契
約
の
目
的 

(

仮
称)

栃
木
市
文
学

　
　
館
建
築(

市
指
定
文
化
財
「
旧
栃
木

　
　
町
役
場
庁
舎
」
改
修)

工
事

２　
契
約
の
方
法　
事
後
審
査
型
条
件
付
き

　
　
一
般
競
争
入
札

３　
契
約
金
額　
４
億
９
４
６
４
万
円

４　
契
約
の
相
手
方　

牧
田
・
清
田
特
定

　
　
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　

間
も
な
く
１
０
０
年
を
経
過
す
る

建
物
で
あ
り
、
耐
震
補
強
を
行
う
と
と
も

に
、
既
存
部
材
を
残
し
つ
つ
、
建
築
当
時

の
意
匠
を
復
原
す
る
工
事
で
あ
る
た
め
、

施
工
方
法
に
制
約
が
多
く
、
効
率
化
を

図
る
余
地
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因

だ
と
考
え
て
い
る
。

と
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
、
段
階
的

に
税
率
を
引
き
下
げ
て
き
た
経
緯
か
ら

廃
止
し
た
。

　
　

平
成
32
、
33
年
は
、
税
率
を
据
え

置
き
、
基
金
の
取
り
崩
し
で
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
及
び
課
税
限

度
額
の
改
定
を
行
う
と
と
も
に
、
資
産
割

額
を
廃
止
す
る
に
当
た
り
、
所
要
の
改
正

を
行
う
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
栃
木
市
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
　

被
保
険
者
が
市
外
に
所
有
す
る
固
定

資
産
を
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
、

ま
た
、
県
が
資
産
割
廃
止
の
方
向
性
を

3
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
（
主
な
議
案
）

議
案
の
概
要

議
案
の
概
要

（仮称）文学館の北側外観 １階の大広間

質　
　
疑

　
特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
３
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

答 質　
　
資
産
割
を
廃
止
す
る
理
由
は

答 質　
　
建
築
単
価
が
高
額
と
な
っ
た
要
因
は

質　
　
疑

質答 　
　
落
札
業
者
と
他
の
業
者
の
入
札

金
額
が
接
近
し
て
い
る
要
因
は

可決

１人当たり
４千円ほど減額に

議案第21号　栃木市国民
健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定について

賛成
反対

26
2

可決

（仮称）文学館
建築工事

議案第33号　工事請負契約
の締結について

賛成
反対

24
4

答 質　
　
国
民
健
康
保
険
財
政
の
見
通
し
は

　
子
ど
も
を
も
つ
家
庭
の
負
担
軽
減

の
た
め
、
収
入
の
な
い
子
ど
も
の

均
等
割
額
を
軽
減
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
改
正
で
、
税
額
が

一
人
当
た
り
、
４
千
円
ほ
ど
減
額
に

な
る
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
昨
年
度
、

大
幅
な
引
き
下
げ
が
可
能
だ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
本
市
の
保
険
税
は

県
内
他
市
町
と
比
べ
て
も
高
く
、

市
民
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
反
対
す
る
。

反
対
討
論

質答 　
　
既
存
の
階
段
を
使
用
す
る
こ
と

の
危
険
性
は
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本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、発言した議員名と討論が行われた議案番号は次のとおり
です。（○=賛成　●=反対）
川上　　均　議員　●議案第１号（修正部分を除く原案および修正案）、第２号、第３号、第４号
氏家　　晃　議員　〇議案第１号（修正部分を除く原案）、第２号、第３号、第４号　●議案第１号（修正案）
内海　成和　議員　●議案第１号（修正部分を除く原案および修正案）、第３号、第６号
関口孫一郎　議員　●議案第１号（修正案）
小平　啓佑　議員　●議案第１号（修正案）
白石　幹男　議員　●議案第１９号、第２０号、第２１号、第３３号
松本　喜一　議員　〇議案第１９号、第２０号、第２１号、第３３号
広瀬　義明　議員　〇議案第１号（修正案）
針谷　正夫　議員　〇議案第１号（修正案）

　
本
契
約
に
は
４
Ｊ
Ｖ(

共
同
企
業
体)

が

応
札
し
、
落
札
率
は
99.

39
％
と
非
常
に

高
い
結
果
に
な
っ
た
。
建
築
価
格
は
坪
単
価

で
約
１
６
０
万
円
。
改
修
工
事
に
も
か
か

わ
ら
ず
非
常
に
高
い
金
額
で
あ
る
。
全
国

市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
連
絡
会
議
に
よ
る
と
、

落
札
率
95
％
以
上
は
「
談
合
の
疑
い
が

極
め
て
強
い
」
と
し
て
お
り
、
本
契
約
も

談
合
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
市
内
業
者
に
限
定
し
た
条
件

付
き
一
般
競
争
入
札
で
、
予
定
価
格
を
事
前

公
表
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
り
、
入
札

の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
求
め
る
。

反
対

　

そ
も
そ
も
今
回
の
工
事
は
、
建
築
後

ま
も
な
く
１
０
０
年
を
迎
え
る
建
物
の

改
修
で
あ
り
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を

保
存
す
る
た
め
、
元
の
部
材
を
で
き
る

だ
け
傷
め
ず
に
復
原
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
な
ど
、
他
の
工
事
に
は
無
い
、
文
化

財
修
理
特
有
の
事
情
が
設
計
額
を
押
し

上
げ
た
も
の
と
考
え
る
。

 

一
方
、
工
事
の
予
定
価
格
は
、
実
際
の

取
引
価
格
と
乖
離
し
な
い
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
落
札
率
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

実
勢
価
格
を
適
切
に
反
映
し
た
設
計
が

な
さ
れ
た
結
果
と
も
考
え
ら
れ
る
。

賛
成

討
論
（
議
案
第
33
号
）

議案等の審議結果
　３月定例会では、議案46件、陳情書１件が審査され、その内、全会一致は38件、賛否が分かれた議案
は9件でした。賛否が分かれた議案の各議員の賛否は以下のとおりです。

◯=賛成、●=反対

議　案　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 25 26 27 28 29 30

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇●〇●〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇●〇●〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇●〇●〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇●〇〇〇〇〇〇●〇〇〇可決

〇〇〇〇●●〇●〇●〇●〇〇●〇〇●〇●〇〇〇●●〇●●可決平成31年度栃木市一般会計予算 修正案

工事請負契約の締結について

平成31年度栃木市一般会計予算
修正部分を除く
平成31年度栃木市国民健康保険
特別会計予算
平成31年度栃木市後期高齢者医療
特別会計予算
平成31年度栃木市介護保険特別会計
（保険事業勘定）予算
平成31年度栃木市水道事業会計
予算

議
長
の
た
め
、
採
決
に
は
加
わ
ら
な
い

第１号

議　案
番　号

第33号

第２号

第３号

第４号

第６号

栃木市職員の勤務時間、休日及び
休暇に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

第19号

栃木市税条例等の一部を改正する
条例の制定について第20号

栃木市国民健康保険税条例の一部
を改正する条例の制定について第21号

天
谷
　
浩
明

中
島
　
克
訓

福
田
　
裕
司

梅
澤
　
米
満

小
堀
　
良
江

松
本
　
喜
一

大
阿
久
　
岩
人

針
谷
　
正
夫

関
口
　
孫
一
郎

広
瀬
　
義
明

福
富
　
善
明

永
田
　
武
志

白
石
　
幹
男

千
葉
　
正
弘

入
野
　
登
志
子

氏
家
　
晃

針
谷
　
育
造

小
久
保
か
お
る

内
海
　
成
和

茂
呂
　
健
市

青
木
　
一
男

坂
東
　
一
敏

大
谷
　
好
一

古
沢
　
ち
い
子

大
浦
　
兼
政

川
上
　
　
均

浅
野
　
貴
之

小
平
　
啓
佑

森
戸
　
雅
孝

誠
　
心

弘
毅
会

創
志
会

弘
毅
会

栃
木
未
来

栃
木
未
来

栃
木
政
策
研
究
会

弘
毅
会

栃
木
未
来

無
会
派

明
　
政

弘
毅
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

創
志
会

公
明
党
議
員
会

栃
木
未
来

創
志
会

公
明
党
議
員
会

創
志
会

創
志
会

明
　
政

誠
　
心

誠
　
心

公
明
党
議
員
会

栃
木
政
策
研
究
会

日
本
共
産
党
栃
木
市
議
団

誠
　
心

栃
木
政
策
研
究
会

栃
木
政
策
研
究
会
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千葉 正弘 議員
創志会

地
域
に
配
慮
し
た
車
検
発
注
方

法
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く

　

合
併
に
よ
り
、
各
総
合
支
所
か
ら
本

庁
舎
に
人
も
公
用
車
も
移
動
し
て
し

ま
っ
た
。

　

合
併
前
の
状
況
に
戻
せ
と
は
言
わ
な

い
が
、
当
時
の
状
況
を
少
し
は
考
慮

し
、
客
観
的
な
方
法
を
考
え
て
、
公
平

性
の
あ
る
車
検
発
注
方
法
を
検
討
し
、

実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

栃
木
市
が
元
気
で
あ
る
た
め
に
は
、

各
地
域
が
元
気
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
各
地
域
に
バ
ラ
ン
ス

の
あ
る
車
検
発
注
を
お
願
い
し
た
い
。

　

車
検
の
発
注
に
つ
い
て
は
、
事
業
者

が
公
用
車
を
管
理
す
る
場
所
に
車
両
を

取
り
に
来
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
が
多
い

こ
と
か
ら
、
移
動
距
離
が
負
担
に
な
ら

な
い
近
隣
の
事
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と

が
多
く
、
こ
の
た
め
、
ど
う
し
て
も
栃

木
地
域
の
事
業
者
が
車
検
を
受
注
す
る

回
数
が
増
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
を
元
気
に
す

る
観
点
か
ら
も
、
各
地
域
の
事
業
者
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の

で
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
車
両
の
集
約

を
進
め
、
さ
ら
に
、
集
約
し
た
車
両
に

つ
い
て
地
域
に
配
慮
し
た
車
検
発
注
方

法
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

◯
市
民
に
や
さ
し
い
窓
口
対
応
と

　
利
便
性
の
向
上
を

●
栃
木
市
公
用
車
の
車
検
発
注
方
法
の
公
平
性

◯
元
号
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
る
対
応
と
費
用

◯
市
県
民
税
の
申
告
と
確
定
申
告
会
場
を

　
集
約
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は　
ほ
か
１
問本庁舎に集約した公用車

LGBTの象徴である６色の虹

大
川
市
長

答
弁

合
併
前
の
状
況
を
考
慮
し
て
、

公
平
性
の
あ
る
車
検
の
発
注
を

 

小久保かおる 議員
公明党議員会

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
当
事
者
は
全
人
口
の
７

〜
８
％
と
統
計
上
の
数
値
が
あ
る
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
々
の
背
景
に
は
多
く

の
人
権
問
題
が
あ
り
、
決
し
て
こ
れ
ら

の
問
題
は
少
数
の
方
の
問
題
で
は
な

い
。
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
大
き
く

と
ら
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

ま
た
、
職
場
や
学
校
内
で
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
と
聞
き
及
ん
で
い

る
が
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
を
孤
立
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
相
談
で
き
る
環
境
と
市

の
窓
口
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
限
ら
ず
性
的
指
向
・
性

自
認
に
か
か
わ
る
悩
み
に
つ
い
て
は
、

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
が
相
談
窓
口

と
な
り
対
応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
の
３
月
末
ま
で
に
策
定

す
る
「
市
職
員
及
び
教
職
員
向
け
の
多

様
な
性
を
知
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
相
談
対
応
を

重
要
な
も
の
と
考
え
、
市
民
、
子
ど

も
、
職
場
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
記
載
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
は
、
市
内
各
小
中
学
校
す
べ
て
に

周
知
し
、
全
て
の
教
職
員
が
正
し
い
理

解
の
も
と
、
本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添

い
、
共
に
歩
む
姿
勢
で
対
応
し
て
い
け

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

○
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
し
も
つ
が

○
本
市
に
お
け
る
観
光
客
の
宿
泊
受
け

　
入
れ
体
制
の
充
実

●
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ(

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ)

の

　
方
々
へ
の
理
解
と
支
援

若
菜
生
活
環
境
部
長

答
弁

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
が
相
談
で
き
る

環
境
と
市
の
窓
口
の
設
置
を

本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、

共
に
歩
む
姿
勢
で
対
応
し
て
い
く
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青木 一男 議員
明　政

地
域
を
結
び
付
け
た
取
り
組
み
を

行
い
、
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
繋

げ
て
い
き
た
い

　

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
費
は
、

栃
木
シ
テ
ィ
ー
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
側
が
約

20
億
円
か
ら
30
億
円
の
建
設
費
を
調
達

し
、
さ
ら
に
飲
食
モ
ー
ル
や
寮
、
専
門

学
校
の
整
備
な
ど
も
考
え
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

　

地
域
住
民
へ
開
放
し
て
の
有
効
活
用

は
地
元
の
賑
わ
い
と
な
り
、
商
業
の
活

性
化
な
ど
が
図
ら
れ
、
栃
木
市
南
西
部

の
大
き
な
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

藤
岡
・
岩
舟
・
大
平
地
域
か
ら
栃
木

市
中
心
部
を
つ
な
ぐ
ル
ー
ト
の
活
性
化

と
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ
て
い
く
の
か
。

　

サ
ッ
カ
ー
専
用
ス
タ
ジ
ア
ム
が
岩
舟

総
合
運
動
公
園
に
整
備
さ
れ
た
場
合
、

シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と
な
り
、
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
集
う
場

所
と
な
る
。

　

ま
た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
地
に
は
飲

食
を
提
供
す
る
フ
ー
ド
モ
ー
ル
整
備
も

併
せ
て
行
う
こ
と
と
な
る
の
で
、
運
動

公
園
利
用
者
の
方
々
に
多
く
の
利
便
性

が
日
常
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　

各
地
域
の
資
源
を
結
ぶ
適
度
な
距
離

感
を
生
か
し
、
自
転
車
で
の
取
り
組
み

や
、
地
域
農
産
物
を
活
か
し
た
グ
ル

メ
、
体
験
の
取
り
組
み
な
ど
、
地
域
を

結
び
付
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、
周
辺

地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

○
外
国
人
の
受
け
入
れ

○
企
業
誘
致

●
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

茅
原
総
合
政
策
部
長

答
弁

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
と

地
域
活
性
化
と
の
相
乗
効
果
を
伺
う

 

入野登志子 議員
公明党議員会

関
係
各
課
と
協
議
し
な
が
ら
、

研
究
を
進
め
て
い
く

　

市
民
が
大
変
な
時
こ
そ
寄
り
添
う
た

め
に
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
が

全
国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

親
族
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
役
所
で

多
く
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

多
く
の
手
続
き
を
一
元
的
に
受
付
け
て

く
れ
る
の
が
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
で
あ

る
。

　

こ
の
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
を
本
市

に
お
い
て
も
設
置
で
き
な
い
か
。

　

現
在
、
死
亡
届
出
受
付
の
際
に
、
そ

の
後
に
必
要
と
な
る
市
役
所
内
及
び
他

の
機
関
で
の
手
続
き
一
覧
や
、
年
金
の

お
知
ら
せ
等
を
お
渡
し
す
る
な
ど
し

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
手
続
き
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
、
丁
寧
な
案
内
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

先
進
地
の
事
例
に
よ
る
と
、
お
く
や

み
コ
ー
ナ
ー
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
庁

内
に
お
け
る
横
断
的
な
連
携
が
必
要
と

な
り
、
そ
の
都
度
、
関
係
部
署
の
職
員

が
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
場
所
に
出
向
き
、

手
続
き
を
行
う
な
ど
、
事
務
の
効
率
化

の
面
か
ら
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

つ
い
て
は
、
今
後
お
く
や
み
コ
ー

ナ
ー
の
設
置
も
含
め
、
全
庁
的
な
窓
口

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
取

り
組
み
の
中
で
、
関
係
各
課
と
協
議
し

な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
研
究
を
進
め

て
い
く
。

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

○
選
挙
の
投
票
率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た

　
取
り
組
み

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

若
菜
生
活
環
境
部
長

答
弁

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、

窓
口
で
の
負
担
軽
減
を
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古沢ちい子 議員
公明党議員会

国
や
県
の
補
助
制
度
等
を
活
用
し
、

お
も
て
な
し
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

　

観
光
客
の
皆
様
に
、
旅
先
で
快
適
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
、
管
理
が
行
き

届
い
た
公
衆
ト
イ
レ
を
「
お
も
て
な
し

ト
イ
レ
」
と
し
て
、
他
県
で
は
特
設
サ

イ
ト
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。
和
歌
山

県
で
は
、
周
辺
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協

力
も
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
「
和
歌

山
お
も
て
な
し
ト
イ
レ
大
作
戦
」
が
大

変
好
評
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
い

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
国
体
を
控
え
て

お
り
、
外
国
人
の
ニ
ー
ズ
な
ど
も
考
慮

し
た
公
衆
ト
イ
レ
に
改
善
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
執
行
部
の
意
見
を
伺
う
。

　

本
市
の
蔵
の
街
周
辺
に
お
い
て
も
、

蔵
の
街
第
１
駐
車
場
の
ト
イ
レ
を
洋
式

化
し
、
本
年
度
は
、
う
ず
ま
公
園
に
新

規
で
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
た
め

の
工
事
に
着
工
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
先
進
地
の
事
例
を
研
究

し
、
整
備
や
管
理
体
制
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
年
で
あ
る
２
０
２
０
年
ま
で
に

官
民
一
体
と
な
っ
て
各
種
取
り
組
み
を

進
め
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
洋

式
化
な
ど
誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る

ト
イ
レ
の
充
実
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

今
後
も
、
国
や
県
の
補
助
制
度
等
を

活
用
し
な
が
ら
、
お
も
て
な
し
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

○
歴
史
的
資
源
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

●
蔵
の
街
観
光
・
「
お
も
て
な
し
は
、

　
快
適
ト
イ
レ
」
を
目
指
し
て
は

高
崎
産
業
振
興
部
長

答
弁

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見
据
え
た

公
衆
ト
イ
レ
の
改
善
を

 

氏 家　晃 議員
栃木未来

「
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

ス
タ
ッ
フ
」
と
「
部
活
動
指
導

員
」
を
配
置
す
る

　

現
在
、
学
校
の
先
生
方
の
長
時
間
労

働
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
市
内
全
教

職
員
へ
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
国
の

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
て
時
間
外
勤
務

を
し
て
い
る
教
職
員
が
４
割
（
中
学
校

教
諭
に
限
る
と
７
割
）
近
く
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
、
「
栃
木

市
版　

先
生
の
働
き
方
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。
本
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
あ
る
「
学
校
へ
の
人
的
配
置
」

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
う
の
か
。

　

「
ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ

フ
」
は
、
特
定
の
児
童
生
徒
や
学
級
等

を
支
援
す
る
た
め
に
配
置
さ
れ
る
「
学

校
支
援
員
」
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で

教
職
員
の
労
働
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
配
置
す
る
も
の
で
、
主
に
プ
リ
ン
ト

印
刷
や
授
業
準
備
の
補
助
、
職
員
室
で

の
電
話
対
応
等
の
業
務
を
行
う
。

　

「
部
活
動
指
導
員
」
は
、
練
習
で
の

単
独
指
導
や
大
会
参
加
生
徒
の
引
率
、

ま
た
大
会
で
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
担
う
。

　

本
市
の
中
学
校
教
諭
が
、
多
忙
化
の

業
務
内
容
の
要
因
と
し
て
一
番
多
く
挙

げ
た
の
が
部
活
動
で
あ
る
。
こ
の
「
部

活
動
指
導
員
」
の
配
置
が
進
め
ば
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
と
考
え
る
。

●「
栃
木
市
版　
先
生
の
働
き
方
改
革

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

○
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
の
取
り
組
み
と

　
今
後
の
観
光
振
興

○
改
元
に
と
も
な
う
本
市
の
対
応

髙
橋
教
育
部
長

答
弁

教
職
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
、

学
校
へ
の
人
的
配
置
を

教職員の働き方改革に
大きな一歩を
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広瀬 義明 議員
無会派

全
て
の
事
業
を
見
直
す
も
の
で
は
な
い

　

市
長
公
約
の
給
食
費
無
料
化
は
財
源

確
保
が
課
題
で
あ
り
、
恒
久
的
な
財
源

を
求
め
、
既
存
事
業
の
見
直
し
が
図
ら

れ
始
め
て
い
る
。
併
せ
て
検
討
し
て
い

る
個
人
給
付
の
見
直
し
は
大
変
遺
憾
で

あ
る
。
一
律
負
担
軽
減
と
な
る
給
食
費

無
料
化
の
財
源
に
、
個
人
給
付
の
所
得

制
限
を
見
直
し
す
る
と
は
い
か
が
な
も

の
か
。
こ
ど
も
医
療
費
助
成
、
重
度
心

身
障
が
い
者
医
療
費
助
成
、
妊
産
婦
医

療
費
助
成
、
就
学
援
助
制
度
等
を
見
直

し
て
ま
で
、
今
後
も
給
食
費
無
料
化
を

進
め
て
い
く
の
か
。

　

給
食
費
無
料
化
に
お
け
る
財
源
の
内

訳
と
し
て
は
、
市
長
報
酬
の
削
減
、

（
仮
称
）
文
化
芸
術
館
等
整
備
事
業
な

ど
の
既
存
事
業
の
見
直
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
寄
附
金
、
人
件
費
の
抑
制
分
等
と

し
て
お
り
、
当
初
予
算
編
成
の
全
体
の

中
で
確
保
し
て
い
る
の
で
、
他
の
予
算

編
成
に
負
担
を
か
け
て
措
置
し
た
も
の

で
は
な
い
。

　

ま
た
、
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
・
財

政
自
立
計
画
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
を

進
め
て
お
り
、
無
料
化
の
た
め
に
増
税

や
市
債
の
発
行
を
行
う
も
の
で
も
な

い
。

　

さ
ら
に
、
個
人
給
付
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
対
象
事
業
の
全
て
を
見
直
す

も
の
で
は
な
い
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

○
有
害
鳥
獣
の
利
活
用

○
各
地
域
の
運
動
公
園
整
備
運
営

●
給
食
費
の
無
料
化

杉
山
財
務
部
長

答
弁

給
食
費
無
料
化
の
た
め
に
社
会
的

弱
者
へ
の
個
人
給
付
を
見
直
す
の
か

 

針谷 育造 議員
創志会

ま
ず
は
新
た
な
財
源
を
確
保
す
る

努
力
を
し
て
い
き
た
い

　

市
長
の
公
約
は
「
そ
の
志
は
良
し
」

と
す
る
が
、
そ
の
実
現
に
は
財
源
等
に

問
題
が
あ
る
。

　

市
長
報
酬
30
％
削
減
、
既
存
事
業
の

見
直
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
、
人

件
費
削
減
等
の
財
源
は
極
め
て
不
安
定

で
あ
り
、
恒
久
財
源
と
は
思
え
な
い
。

　

給
食
費
無
料
化
が
、
市
長
任
期
中
に

本
当
に
出
来
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。

　

公
約
実
現
が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
と

き
は
、
「
公
約
の
勇
気
あ
る
訂
正
」
を

す
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の
考
え
を
伺

う
。

　

既
存
事
業
の
見
直
し
で
は
、
太
陽
光

発
電
の
設
置
補
助
額
を
変
更
す
る
予
定

で
、
こ
ち
ら
は
恒
久
的
な
財
源
と
言
え

る
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

も
、
毎
年
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
が
あ
る

の
で
、
こ
ち
ら
も
恒
久
的
な
財
源
と
言

え
る
。

　

職
員
の
人
件
費
削
減
に
つ
い
て
は
定

数
の
適
正
化
も
踏
ま
え
て
実
行
し
て
い

く
。

　

公
約
に
つ
い
て
は
一
気
に
実
施
し
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
財
政

的
な
負
担
が
な
い
よ
う
に
段
階
的
に
実

施
し
て
い
く
。
任
期
中
の
４
年
間
で
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ま
ず
は

新
た
な
財
源
を
確
保
す
る
努
力
を
し
て

い
き
た
い
。

●
市
長
公
約

○
栃
木
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
素
案

○
栃
木
市
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画

大
川
市
長

答
弁

任
期
中
の
給
食
費
無
料
化
が

困
難
で
あ
る
な
ら
ば
、
公
約
を

訂
正
す
べ
き
で
あ
る
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松本 喜一 議員
栃木未来

法
律
や
条
例
に
沿
っ
て
、
空
き
家
の

適
正
管
理
を
広
く
呼
び
か
け
て
い
く

　

本
市
で
は
、
住
宅
課
が
設
置
さ
れ
、

地
元
の
自
治
会
と
協
働
し
な
が
ら
空
き

家
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
空
き

家
の
所
有
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
現
在

ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
も
併
せ
て
伺
う
。

　

空
き
家
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
空
き
家
を
早
期
発
見
し
、
老
朽
化

が
始
ま
る
前
に
活
用
の
レ
ー
ル
に
乗
せ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
昨
年
度
の
国

の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
自
治
会
と
連

携
し
、
新
た
に
発
生
し
た
空
き
家
の
情

報
を
市
に
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
市
が
所

有
者
や
相
続
人
を
調
査
し
た
上
で
、
空

き
家
バ
ン
ク
へ
誘
導
す
る
と
い
う
流
れ

を
構
築
し
、
今
年
度
も
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
長
年
放
置
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
活
用

で
き
な
く
な
っ
た
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
平
成
27
年
度
か
ら
解
体
費
に
対
す

る
補
助
を
開
始
し
、
年
間
１
０
０
件
を

越
え
る
実
績
が
続
い
て
い
る
。

　

放
置
さ
れ
た
空
き
家
は
、
周
辺
の
住

環
境
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な
る
の

で
、
所
有
者
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
す

る
よ
う
、
法
律
や
条
例
に
沿
っ
て
、
空

き
家
の
適
正
管
理
を
広
く
呼
び
か
け
、

快
適
な
住
環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

●
本
市
に
お
け
る
空
き
家
対
策

○
耕
作
放
棄
地
も
含
め
た
空
き
地
対
策

○
非
正
規
職
員
の
対
応

大
川
市
長

答
弁

市
は
空
き
家
の
解
消
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か

 

福富 善明 議員
明　政

来
場
者
の
利
便
性
の
向
上
や
高
齢
者

等
の
安
心
安
全
の
確
保
を
優
先
し
た

　

市
・
県
民
税
の
申
告
会
場
が
改
善
さ

れ
、
藤
岡
・
都
賀
地
域
の
会
場
が
廃
止

さ
れ
た
が
、
高
齢
者
の
利
便
性
の
た
め

に
申
告
会
場
ま
で
の
距
離
を
考
え
、
安

全
性
を
確
保
し
た
う
え
で
、
藤
岡
地
域

に
申
告
会
場
を
再
設
置
で
き
な
い
か
。

　

藤
岡
地
域
に
お
い
て
は
従
前
の
会
場

で
あ
っ
た
藤
岡
中
央
公
民
館
が
２
階
で

受
付
し
て
い
た
た
め
、
階
段
を
利
用
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
ほ

か
、
ト
イ
レ
が
近
く
に
な
い
、
そ
も
そ

も
会
場
が
分
か
り
に
く
い
な
ど
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
申
告
会
場
を
設
置
す
る
に
あ

た
り
、
本
庁
舎
と
の
デ
ー
タ
通
信
設
備

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
が
、
藤
岡
地
域

で
設
備
を
確
保
で
き
る
の
は
、
藤
岡
総

合
支
所
と
藤
岡
中
央
公
民
館
、
部
屋
地

区
公
民
館
の
３
カ
所
だ
け
に
な
る
。

　

総
合
支
所
に
は
申
告
者
を
十
分
に
収

容
で
き
る
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、

部
屋
地
区
公
民
館
は
位
置
が
東
に
寄
っ

て
い
る
た
め
、
藤
岡
地
域
の
会
場
を
廃

止
し
て
、
大
平
と
岩
舟
の
会
場
に
集
約

し
た
。

　

会
場
を
集
約
す
る
こ
と
で
受
付
職
員

の
人
数
が
増
え
、
申
告
会
場
で
の
待
ち

時
間
短
縮
が
図
ら
れ
、
結
果
的
に
市
民

の
方
の
利
便
性
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

な
お
、
今
回
の
改
善
に
関
し
て
市
民
か

ら
意
見
が
あ
っ
た
際
に
は
、
再
度
改
善

を
検
討
し
て
い
く
。

●
市
・
県
民
税
の
申
告

○
地
域
経
済
の
活
性
化

杉
山
財
務
部
長

答
弁

な
ぜ
藤
岡
地
域
の
申
告
会
場
が

廃
止
に
な
っ
た
の
か

空き家の解消に取り組んで
いる住宅課の窓口
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福田 裕司 議員
創志会

不
必
要
な
公
用
車
の
売
却
等
を

進
め
、
適
正
配
置
に
努
め
た
い

　

栃
木
市
は
３
度
の
合
併
を
経
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
財
政

負
担
圧
縮
の
観
点
か
ら
、
公
用
車
の
保

有
台
数
、
経
費
、
稼
働
率
等
を
踏
ま
え

た
適
正
配
置
が
求
め
ら
れ
る
。

　

現
在
の
本
市
に
お
け
る
公
用
車
の
保

有
台
数
、
年
間
経
費
、
平
均
稼
働
率
の

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

現
在
の
本
市
の
公
用
車
の
保
有
台
数

は
、
本
庁
管
財
課
や
、
各
総
合
支
所
の

地
域
づ
く
り
推
進
課
で
管
理
し
、
各
課

に
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
共
用
車
が
84

台
、
各
課
が
所
有
し
て
い
る
専
用
車
が

３
４
９
台
で
、
総
保
有
台
数
は
４
３
３

台
と
な
っ
て
い
る
。

　

燃
料
費
な
ど
の
年
間
経
費
に
つ
い
て

は
、
共
用
車
で
の
比
較
で
、
平
成
29
年

度
は
１
５
４
６
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
24
年
度
と
比
較
し
、
車
両
は
１
台

増
加
し
て
い
る
が
、
経
費
は
４
１
３
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
均

稼
働
率
に
つ
い
て
は
、
共
用
車
で
算
出

し
た
と
こ
ろ
、
平
成
29
年
度
の
本
庁
は

約
76
％
、
各
総
合
支
所
は
約
66
％
と

な
っ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
と
比
較
し

て
、
本
庁
は
21
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
、
各

総
合
支
所
は
14
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
稼
働
率
が
低
下
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
性
の
な
い
公
用

車
の
売
却
等
を
進
め
、
公
用
車
の
適
正

配
置
に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
公
用
車
の
適
正
配
置
の
検
証

○
栃
木
市
成
年
後
見
事
業
の
現
状
と

　
今
後
の
対
応

杉
山
財
務
部
長

答
弁

本
市
の
公
用
車
の
現
状
は

 

天谷 浩明 議員
誠　心

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立
っ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
力
を
注
い
で

い
き
た
い

　

在
宅
介
護
に
お
い
て
は
、
老
老
介

護
、
介
護
の
た
め
の
離
職
、
介
護
に
あ

た
る
女
性
へ
の
負
担
増
等
の
現
状
が
あ

り
、
介
護
を
受
け
る
方
や
そ
の
家
族

は
、
様
々
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
・
訪
問
介
護
に
お
い
て

は
、
介
護
士
・
介
護
ヘ
ル
パ
ー
等
の
人

材
不
足
に
よ
る
担
当
者
の
負
担
増
大
な

ど
、
介
護
支
援
に
お
け
る
様
々
な
問
題

も
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
・
考
え
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

　

介
護
の
現
場
で
は
、
介
護
従
事
者
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
思
い
を

内
に
秘
め
る
こ
と
な
く
、
積
極
的
に
意
見

を
出
し
合
い
、
相
互
に
尊
重
し
合
う
関
係

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
市
と
し
て

は
両
者
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
聴
き
、
風

通
し
の
良
い
関
係
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
内
各
地
域
に
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、
同
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
関

係
者
の
声
を
聴
き
、
そ
の
声
の
共
有
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
務
め
た
い
。

　

さ
ら
に
、
事
業
者
の
安
定
的
な
運

営
、
従
事
者
の
処
遇
改
善
や
相
談
の
場

の
確
保
、
利
用
者
や
ご
家
族
か
ら
の
意

見
聴
取
機
会
の
確
保
に
努
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
立
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
。

○
農
業
を
守
る
事

●
介
護
の
現
場

藤
田
保
健
福
祉
部
長

答
弁

介
護
問
題
解
決
に
向
け
て
意
見
を

聴
き
、
よ
り
よ
い
関
係
づ
く
り
へ

の
支
援
を

大平総合支所の公用車駐車場
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川 上　均 議員
日本共産党栃木市議団

借
入
額
を
抑
え
、
残
高
を
減
少
さ

せ
る
こ
と
は
健
全
経
営
の
基
本
と

考
え
る

　

「
栃
木
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
（
素

案
）
は
、
水
道
料
金
を
20
％
値
上
げ
す

る
た
め
に
、
水
道
事
業
の
借
入
金
と
料

金
収
入
の
比
率
を
２
５
０
％
に
す
る
と

目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
隣
の
佐
野
市
で
は
、
本
市

と
同
じ
く
、
水
源
を
１
０
０
％
地
下
水

と
し
て
い
る
が
、
借
入
金
と
料
金
収
入

の
比
率
は
５
０
０
％
で
、
借
入
額
は
大

き
い
が
、
経
営
的
に
は
心
配
な
し
と
し

て
い
る
。

　

借
り
入
れ
は
少
な
い
ほ
う
が
良
い

が
、
そ
の
比
率
を
値
上
げ
の
根
拠
に
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

　

地
下
水
の
み
を
水
源
と
し
て
い
る
類

似
事
業
体
の
借
入
金
と
料
金
収
入
の
比

率
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
の
平
均

値
が
３
２
０
％
程
度
と
想
定
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
水
道
事
業
体
を
分

類
す
る
区
分
は
水
源
の
ほ
か
に
も
、
水

質
浄
化
方
法
や
施
設
数
、
管
延
長
な
ど

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
加
え
た
場
合
は
、

ま
た
違
っ
た
比
率
と
な
る
。

　

ま
た
、
企
業
債
の
借
入
額
を
抑
え
、

残
高
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
健
全
経
営

の
基
本
で
あ
り
、
結
果
的
に
水
道
料
金

を
低
く
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
の
給

水
人
口
規
模
に
よ
る
類
似
団
体
平
均
値

２
５
０
％
を
参
考
と
す
る
こ
と
が
一
般

的
と
考
え
る
。

●
「
栃
木
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」（
素
案
）

○
（
仮
称
）
子
育
て
支
援
施
設

　
「
子
ど
も
の
遊
び
場
」
整
備
事
業

牧
野
上
下
水
道
局
長

答
弁

水
道
料
金
20
％
値
上
げ
案
は
根
拠

が
薄
く
、
検
討
が
必
要

 

浅野 貴之 議員
誠　心

妊
産
婦
の
相
談
体
制
や
産
後
ケ
ア

事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
り
た
い

　

本
市
は
こ
れ
ま
で
産
科
設
置
に
向
け

て
、
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
や
市

医
師
会
等
の
関
係
機
関
と
、
協
議
・
検
討

を
進
め
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
の

内
容
と
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
医
師
不
足
の
状
況
等
か
ら
、

医
療
圏
域
ご
と
の
連
携
が
必
要
と
考
え

る
。

　

分
娩
施
設
の
産
科
で
は
な
く
、
本
市

独
自
の
妊
産
婦
ケ
ア
制
度
の
創
設
を
目

指
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

昨
年
７
月
、
市
医
師
会
、
と
ち
ぎ
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
、
県
の
協
力
の
も

と
、
「
栃
木
市
産
科
等
開
設
検
討
会
」

を
設
置
し
、
産
科
開
設
に
限
る
こ
と
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
検
討
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
医
師
等
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
が
困
難
な
こ
と
、
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
内
に
産
科
の
設
備
が
な
い

こ
と
、
下
都
賀
周
産
期
医
療
圏
に
お
け

る
地
域
周
産
期
医
療
機
関
の
位
置
づ
け

は
新
小
山
市
民
病
院
で
あ
る
こ
と
、
緊

急
時
の
医
療
機
関
と
の
連
携
な
ど
、

様
々
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
適
切
な
周
産
期
医
療
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
の
機
能
分

化
と
一
層
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
高

度
な
医
療
を
提
供
し
医
療
事
故
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
分
娩
の
集
約
化

が
必
要
で
あ
る
な
ど
、
貴
重
な
意
見
も

い
た
だ
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
と
ち
ぎ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
へ

の
産
科
設
置
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、

妊
産
婦
の
相
談
体
制
や
産
後
ケ
ア
事
業

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
子
育
て
世
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

●
産
科
設
置
の
進
捗
状
況

○
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

藤
田
保
健
福
祉
部
長

答
弁

産
前
産
後
ケ
ア
制
度
の
創
設
を

目
指
し
て
は

安さとおいしさが
求められる水道水
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内海 成和 議員
創志会

す
で
に
子
育
て
世
代
か
ら
は
様
々

な
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い
た
だ

い
て
い
る

　

子
ど
も
の
遊
び
場
は
、
基
本
計
画
も

な
い
ま
ま
建
物
建
設
だ
け
が
決
ま
っ
て

い
る
。
今
ま
で
の
議
論
で
は
、
対
象
者

は
乳
児
か
ら
小
学
生
程
度
ま
で
で
あ
っ

た
が
、
今
回
、
児
童
館
と
し
て
建
設
す

る
と
な
っ
て
い
る
。
児
童
館
は
法
的
な

縛
り
が
か
か
り
、
対
象
者
も
０
才
か
ら

18
才
ま
で
に
な
る
。
ま
た
、
遊
具
の
種

類
な
ど
に
よ
っ
て
建
物
の
規
模
も
変

わ
っ
て
く
る
。
子
ど
も
に
関
す
る
施
設

で
運
営
主
体
も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
こ

ん
な
状
態
で
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

と
考
え
る
か
。

　

子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
は
、
議

員
研
究
会
や
民
生
常
任
委
員
研
究
会
等

も
含
め
て
６
回
ほ
ど
議
員
に
は
説
明

し
、
あ
る
程
度
の
理
解
は
得
ら
れ
た
と

考
え
る
。
平
成
28
年
９
月
の
議
員
研
究

会
で
大
型
児
童
館
と
し
て
整
備
基
本
方

針
を
説
明
し
て
い
る
が
、
児
童
館
を
建

設
す
る
に
あ
た
り
、
特
殊
な
施
設
や
設

備
が
必
要
に
な
る
訳
で
は
な
い
。
ま

た
、
平
成
30
年
６
月
の
議
員
研
究
会
で

は
変
更
等
も
含
め
た
基
本
計
画
を
示
し

て
い
る
。
市
民
の
方
の
意
見
に
つ
い
て

も
こ
れ
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
が
、
す
で
に
子
育
て
世
代
か

ら
は
様
々
な
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
い

た
だ
い
て
い
る
。

○
投
票
時
間
の
短
縮

●
子
ど
も
の
遊
び
場

○
栃
木
市
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用

○
入
札
格
付
け
変
更
問
題

○
オ
リ
ン
晃
電
社
跡
地
問
題
の
そ
の
後

松
本
こ
ど
も
未
来
部
長

答
弁

運
営
主
体
も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、

ハ
コ
モ
ノ
あ
り
き
で
あ
る

 

森戸 雅孝 議員
栃木政策研究会

賠
償
保
険
制
度
導
入
に
向
け
た

検
討
を
開
始
し
た

　

他
市
の
事
案
で
あ
る
が
、
認
知
症
の

高
齢
者
が
第
三
者
に
け
が
を
さ
せ
た

り
、
物
を
壊
し
た
り
し
て
、
家
族
に
損

害
賠
償
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
発
生

し
、
最
高
裁
ま
で
争
わ
れ
た
。
結
果
、

賠
償
責
任
は
免
れ
た
も
の
の
、
今
後
、

市
に
登
録
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に
、
市

が
保
険
料
を
負
担
し
、
個
人
賠
償
保
険

に
加
入
す
る
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

　

本
市
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
施
策
を

取
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

来
る
べ
き
地
域
共
生
社
会
の
到
来
に

向
け
、
福
祉
分
野
全
般
を
網
羅
し
た

「
栃
木
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
、
来
年

度
改
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

そ
の
改
定
に
合
わ
せ
、
認
知
症
の
取

組
み
も
盛
り
込
ん
だ
「
栃
木
市
成
年
後

見
制
度
促
進
計
画
」
の
策
定
も
予
定
し

て
い
る
。

　

そ
の
際
、
認
知
症
高
齢
者
増
大
に
対

し
て
の
的
確
な
対
応
を
図
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き

た
認
知
症
施
策
を
整
理
、
体
系
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
全
体
で
認
知
症
に
寄
り

添
え
る
、
認
知
症
に
理
解
の
深
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

提
案
の
賠
償
保
険
制
度
は
、
全
国
的

に
も
注
視
す
べ
き
事
案
が
多
く
、
本
市

と
し
て
も
、
制
度
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
の
で
、
制
度
導
入
に
向
け
た
検

討
を
開
始
し
た
。

●
認
知
症

○
ふ
る
さ
と
納
税

大
川
市
長

答
弁

共
生
型
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
日
、認
知
症
の
方
々
へ
の
支
援
を
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白石 幹男 議員
日本共産党栃木市議団

国
の
責
任
に
お
い
て
財
源
措
置
を
行
う

よ
う
、
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
く

　

県
か
ら
平
成
31
年
度
の
国
保
事
業
費

納
付
金
と
標
準
保
険
料
率
が
示
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
き
本
市
の
国
保
税
も
31
年

度
か
ら
資
産
割
を
廃
止
し
、
所
得
割
、

均
等
割
、
平
等
割
の
３
方
式
と
な
る
。

全
体
で
は
若
干
の
引
き
下
げ
と
な
る
が
、

均
等
割
だ
け
は
引
き
上
げ
と
な
る
。

　

均
等
割
は
人
頭
税
的
な
も
の
で
他
の

医
療
保
険
に
は
な
い
。
特
に
子
育
て
中

の
家
庭
に
と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の

均
等
割
に
つ
い
て
は
、
減
免
制
度
を
つ

く
り
、
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
だ
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
天
災
そ
の
他
特
別
の
事
情
の
あ
る

場
合
や
貧
困
に
よ
り
生
活
の
た
め
に
公

私
の
扶
助
を
受
け
る
者
な
ど
に
限
り
、
減

免
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
納
税
者
の
担
税

力
に
着
目
し
、
個
別
に
減
免
の
可
否
を

判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
単
に
子
ど

も
が
い
る
世
帯
や
所
得
が
一
定
以
下
の

世
帯
と
い
う
よ
う
な
画
一
的
な
基
準
に
よ

り
減
免
の
範
囲
を
指
定
す
る
こ
と
は
、

好
ま
し
く
な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
均
等
割

額
に
つ
い
て
は
、
被
用
者
保
険
に
は
無

い
制
度
で
あ
り
、
子
育
て
世
帯
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
も
、
国
の
責
任
に

お
い
て
財
源
措
置
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
国
に

要
望
し
て
い
く
。

●
国
民
健
康
保
険

○
就
学
援
助
制
度

若
菜
生
活
環
境
部
長

答
弁

子
ど
も
の
国
保
税(
均
等
割)

の

軽
減
を

 

針谷 正夫 議員
弘毅会

立
地
場
所
や
設
備
な
ど
の
充
実
を

よ
り
図
れ
る
よ
う
、
現
在
、
検
討

し
て
い
る

　

本
市
で
は
約
２
０
０
名
の
不
登
校
の

子
ど
も
と
そ
の
関
係
者
の
方
が
苦
し
ん

で
い
る
。

　

し
か
し
、
現
在
は
教
育
機
会
確
保
法

が
で
き
、
文
部
科
学
省
も
「
不
登
校
が

悪
い
と
い
う
根
強
い
偏
見
を
払
拭
」
と

明
言
し
、
全
国
に
通
知
し
て
お
り
、
こ

の
法
律
の
趣
旨
を
周
知
徹
底
す
べ
き
と

考
え
る
。

　

不
登
校
問
題
で
一
番
大
切
な
こ
と
は

「
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
る
」こ
と
だ
。

　

不
登
校
対
応
の
適
応
指
導
教
室
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

　

教
育
機
会
確
保
法
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
１
月
に
、
市
内
各
小
中

学
校
長
に
向
け
、
文
書
に
て
、
教
職
員

へ
の
周
知
を
図
る
よ
う
指
示
を
し
た
。

　

不
登
校
問
題
で
大
切
な
こ
と
は
、
未

然
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
そ

し
て
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
段
階

的
で
適
切
な
支
援
で
あ
り
、
「
学
校
復
帰

を
せ
か
さ
な
い
」
こ
と
も
重
要
な
考
え

方
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

適
応
指
導
教
室
の
今
後
に
つ
い
て

は
、
国
が
教
育
機
会
確
保
法
の
あ
り
方

や
基
本
指
針
の
見
直
し
作
業
を
進
め
て

い
る
と
き
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
、
既
存
の
立
地
場
所

や
設
備
等
に
つ
い
て
は
、
よ
り
充
実
を

図
れ
る
よ
う
、
現
在
、
検
討
し
て
い
る
。

●
不
登
校

◯
栃
木
市
北
部
地
域
振
興
に
関
す
る

　
提
言
書

◯
都
賀
西
方
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

　
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
整
備
促
進

◯
西
方
地
域
の
中
心
地
区
形
成

青
木
教
育
長

答
弁

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

高根沢町にある
フリースクール「ひよこの家」

2019年度からの国保税

区　　分 所得割 均等割 平等割

8.20%

2.60%

2.40%

13.20%

32,300

10,200

12,900

55,400

23,800

7,500

6,000

37,300

医療給付費分

後期高齢者支援分

介護納付分

合　　計

　所得割：加入者の総所得×上記税率
　均等割：加入者1人あたりの税額
　平等割：１世帯あたりの税額
●40歳代夫婦、子ども２人、所得300万円の場合
　　国保税は年間58万5400円
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モニターインタビュー（Ｎｏ.11、12）

議会広報紙モニター 高橋 広野 さん

Ｑ：議会広報紙のモニターになっていかがでしたか
Ａ：いままで「市議会だより」は表紙の写真を見

るくらいでしたが、届くたびに読むようになり、
だんだん地域の様子や問題がわかるようになっ
て来ました。関心をもたないといけないと思っ
てモニターを引き受けましたが、結果として良
かったです。

Ａ：我が家には４歳と５歳の娘がいますが、運よ
く２人とも保育園に入れました。兄の子どもは、
年度途中のため保育園に入れなかったことから、
保育園が足りていないと感じます。
　子育てをスタートしたときはアパート暮らし
だったので、知り合いもいなく、孤立していま
した。子育てサポートや「絵本の読み聞かせ」
などで交流は広がりましたが、核家族世帯の子
育ては本当に大変だと思います。夫は協力して
くれますが、仕事柄、全てを任せることはでき
ません。発熱すればお迎えに行かなければなら
ず、仕事を辞める人も多いと聞くので、「病児
保育」の充実についてもお願いいたします。

（インタビュアー：川上委員）

Ｑ：議会や行政に望むことはありますか

議会広報紙モニター 和田　操 さん

Ｑ：議会広報紙モニターを依頼されていかがでしたか
Ａ：一市民の自分がモニターを依頼された責任の
重要さに驚き、「とちぎ市議会だより」をくま
なく読んでいます。とても分かりやすく、市政
に関心が向きました。今後は本会議の傍聴にも
行きたいと思います。

Ａ：農業の現場をたくさん見て、聞いて、質問して、
どのようにして作物が育つのかを学び、食べ物
の大切さを理解し、農業への興味を持たせる学
校教育をより一層取り入れてほしいと思います。

Ａ：少子化の現代、子どもたちが安心・安全な場
所で“遊び”を体験でき、学習意欲を高められ
る施設づくりを考えてほしいです。例えば、子
どもの遊び場など、小さくても良いので、夢を
持てる人材を育てる施設づくりを市政に取り入
れ、活気あふれる栃木市にしてほしいです。

（インタビュアー：関口委員）

Ｑ：専業農家として栃木市に望むことはありますか

Ｑ：お孫さんの面倒を見ているなかで、栃木市に望む
　　ことはありますか

　紙面を充実させるためのアンケートにご協力をいただいている「議会広報紙モニター」に
広報委員がインタビューするコーナーです。11

今回はスペシャルバージョンで 2名の方にご登場いただきました。

12



－ 16 －

とちぎ市議会だより40第 号 〇〇 年 月 日31 5 20第 40 号 とちぎ市議会だより 令和元年 5月 20 日

インターンシップ受け入れ（白鷗大学２年生）

新たな委員会を設置しました（予算特別委員会）

より進んだ取り組みを学ぶために（議会運営委員会視察研修）

　本年２月よりおおよそ２か月間、若年層の政
治的関心を高めてもらうべくインターンシップ
生の受け入れを行いました。
　実際に本会議や議員研究会を傍聴したイン
ターンシップ生からは予算や教育について関心
が寄せられ、今後はそれぞれの地域で、幅広い
世代を対象とした活動を実施していきたいとの
声がありました。
　議会としても今回のインターンシップ生受け
入れで得られた意見などを参考に、若年層の議
会や議員に対する関心を高め、議員のなり手不
足解消の一助となるような活動を引き続き行っ
てまいります。小平議員（右端）と代表者会議を傍聴する3名の学生

1/22 ～ 23　三重県伊勢市議会・亀山市議会

　伊勢市議会では、議会の在り方調査特別委員
会の設置や予算・決算特別委員会など、今後の
本市議会の運営に反映させるための有効な手段
を学びました。
　また、亀山市議会では、議会改革推進会議の
取り組みや予算決算常任委員会について説明を
受けた後、質疑応答を行いました。

伊勢市議会で丁寧な説明をいただきました

　栃木市議会においては、予算・決算の審査に
ついて、議案を分割し、所管の常任委員会へ付
託し、審査を行っていましたが、予算・決算の
審査について、専門性を高め、充実した審査を
行うため、議会改革検討委員会において審査方
法の見直しについて検討を行い、平成３１年度
当初予算の審査から「栃木市議会予算特別委員
会」を設置し、審査を行いました。
　なお、県内では１４市議会中 9 市議会におい
て、予算を専門的に審査するための委員会を設
置し、審査を行っています。

市長出席のもと、当初予算の説明を受けました
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表紙の写真

皆様の声を市長に届けました（議会報告会提言書）

未来に向かって飛躍

議会機能をさらに高めるために（議会改革検討委員会）

　3月に行われた藤岡地域の部屋小学校の卒業式の様子です。
　小学校1年生から6年間、ともに学んだクラスメイトやお世話になった
先生、校舎とのお別れの時を迎え、これから進む中学校への期待や希望を
胸に抱きながら、それぞれが旅立ちの門出を祝福していました。
　進学先は藤岡一中・二中・大平南中と分かれてしまいますが、6年間で
得られた達成感と新たな出会いへの胸のときめきを忘れずに、大きく羽ば
たいていただきたいと思います。　　　　　　（表紙担当：福富委員長）

　市内８カ所、各常任委員会および子育て世代と実施
した議会報告会（意見交換会）において、市民の皆さ
まからいただいた意見をまとめ、今後の市政運営に生
かしていただくよう、市長へ提言いたしました。

　議会報告会の開催やタブレット端末の導入など、様々な議会改革に取り組み、今年度は予算特別委
員会を設置しましたが、さらなる問題解決のために、新たに4項目の議会改革検討事項を選定しました。
　今後は２つのワーキンググループにおいて課題の抽出や意見の整理を行い、次なる改革案を進めて
まいります。
　なお、松本委員長と青木副委員長はオブザーバーとして参加いたします。

 市長に提出した提言事項
 

１．安心して利用できる斎場の早期建設

２．給食費無償化実施における市民への説明

３．とちぎメディカルセンターしもつがの充実

　　（産科開設）

４．通行者の安全に配慮した計画的な道路整備

５．子育て環境の充実

６．安心・安全なまちづくり

７．創業支援の充実

 

 

 
 

 

 

 

大川市長に提言書を手渡しました

詳しい内容は市の
ＨＰに掲載してあるよ。

A班（千葉・大谷・大浦）
①危機管理
　・災害時における情報共有化の仕組み作り

　・栃木市議会緊急時災害マニュアルの作成

②一般質問
　・議場でのスクリーンの活用

　・傍聴席及びテレビカメラ向けのフリップ

　　の利用

B班（古沢・針谷正・白石）
①予算特別委員会の検証
　・3 月定例会終了後、実施結果を検証し、

　　決算に向けて検討

②自由討議
　・ 「自由討議の試行実施に関する申し合わ

　　せ」を更に研究し、本格実施を目指すモ

　　デル委員会を設置
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栃
木
市
議
会
広
報
委
員
会

６月定例会の予定（変更になる場合があります）
日 月 火 水 木 金 土
6/２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

本会議
新聞折込 議案等提案

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21

5 6 7 8

22

23 24 25 26 27 28 29
（総務） （民生） （産業教育） （建設）

傍聴にお越しください

３月定例会の傍聴者は・・・
　　　　　　　のべ１７１人でした。

議会だよりは目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが音声テープを作成しておりますので、ご入用の方は
お気軽に議会事務局までお問い合わせください。＜TEL:0282-21-2505＞

　

３
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
31
年
度

当
初
予
算
が
一
部
修
正
の
上
、
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
は
大
切
な
予
算
が
市
民
の
皆
さ

ま
の
意
思
を
反
映
し
、
適
正
に
執
行
さ

れ
る
よ
う
、
監
視
、
け
ん
制
す
る
重
大

な
責
務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
回
か
ら
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
よ
り
中
身
の
濃
い
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
議
会

と
市
民
の
皆
さ
ま
を
つ
な
ぎ
、
議
会
の

活
動
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
重
要
な

広
報
紙
で
す
。

　

わ
か
り
や
す
く
、
身
近
な
市
議
会
だ

よ
り
を
目
指
し
、
今
後
も
市
民
の
皆
さ

ま
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
よ
う
、
委
員

一
同
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
梅
澤 

米
満 

記
）

委 

員 

長　
　
　
福 

富 

善 

明

副
委
員
長　
　
　
浅 

野 

貴 

之

委　
　
員　
　
　
小 

平 

啓 

佑

  　
　
川
上　
　
均

 　
　
　

 　
　
大 

浦 

兼 

政

  　
　
古
沢
ち
い
子

内 

海 

成 

和

関
口
孫
一
郎

梅 

澤 

米 

満

　
　
　

写
真
ア
ド
バ
イ
ザ
ー鯉 

沼 

孝 

雄

古 

澤 

悦 

夫

本会議
『一般質問』

議案等採決

　日程と一般質問の内容は、確定次第、
ホームページ等でお知らせするほか、
６月６日（木）に新聞折り込みを予定
しています。
　オレンジ色の新聞折り込みチラシ裏
面の「一般質問」をチェックしてくだ
さい。身近な話題があるかもしれません。
　ぜひ、本会議の傍聴にお越しください！

みなさんの意見・要望等を議会に提出することができます

委員会

本会議

　市民の皆さんは請願書・陳情書により、市議会に対して政治や行政に関する意見
や要望を述べられます。
　市議会議員の紹介があるものは請願書、ないものは陳情書として受け付けます。
　　　　　表　紙　　　　　　　　　　　内　容

○意見陳述について
　請願・陳情の提出時に意見陳述を希望するかどうかをお伺いします。
　提出者が希望する場合には、議会運営委員会において実施の可否を決定し、ご連絡をいたします。

 
○○○に関する請願書（陳情書）

請願人（陳情人）

住所

氏名

栃木市○○町○番○号

栃 木 太 郎  

     外○名 

 

紹介議員 ○○○○   

栃木市議会議長○○○○様

○○○に関する請願（陳情）

１.請願（陳情）の趣旨

２.請願（陳情）の理由

令和 年 月 日

請願人（陳情人）

住所

氏名 栃 木 太 郎 ○印
栃木市議会議長○○○○様

・要旨は簡潔明瞭にまとめて下さい。

・請願（陳情）の要旨で場所を特定

している場合は地図や略図を添え

て下さい。

・提出年月日を記入し、議長あてと

して下さい。

・押印をして下さい。（多人数で提

出する場合は、必ず代表者を決め、

署名簿は本文の後に添えて下さ

い。）

・請願の場合は、１人以上の紹介議

員が必要です。

栃木市○○町○番○号


